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近年、家の近くの商店街（山形県酒田市・中町、中通り商店街）の店舗減少、
店舗減少による利用者の減少が見られる。
活気が感じられない街になりつつある商店街を多くの世代に発信し、
活気を取り戻したいと考えた。
そこで、
　① 現地に行き街を歩くGPSを活用したゲーム
　②自宅から気軽にアクセスし、誘客へつなげるミニゲームを
　③ お店、商店街紹介uMap

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を作成する

1.背景・目的
1.2018年の兵庫県立大学の伊藤波輝らによると、
スタンプの獲得など即時フィードバックがあるまちあるきは
モチベーション維持や向上へ効果があることがわかった[1]。
2.2013年の北陸先端科学技術大学院大学の小林重人らによると、
地域通貨が特定の箇所に停留する事例が多いという問題点
に対して、地域通貨ゲームとマルチエージェントシミュレーション
を実施し、ゲーミングに地域通貨を導入することにより、
域内での購入割合が上昇したことがわかった[2]。
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OpenStreetMapとGPSを活用したゲーム。
現在地の緯度経度からゴールを推測する。
ゴールするとポイントを獲得できる。
動作手順・例
・ゴールは自分で決められる
①現在地取得する
②「現在地：」というところから現在地の
緯度経度と現在地取得を何回行ったかがわかる

自宅から簡単にアクセスできる
ミニゲームで商店街を知る。
神経衰弱、すごろくなど身近なゲームの
アレンジと、
カードゲームや商店街で自分のアバターを
生活させる、自分で考えたゲームをつくる。

取材に行ったお店の情報、
・お店紹介
・どんな人がよく利用しているか、
　おすすめか。
・おすすめ商品
・営業時間
と写真を掲載したオリジナルMap。

GPSゲーム・商店街に行く ミニゲーム・商店街を知る､使う uMap・商店街を知る､使う､発見する

動作手順､
例のように
動くようになった

ミニゲームをつくる
ための簡単な
設定考えた。

取材したお店を記載中。
お店の種類ごとにピンのイラストや色を
変えて見やすくなる工夫している。

GPSゲーム ミニゲーム uMap

カードゲーム
・神経衰弱
お店の情報とお店の写真の照らし合わせ。普通の神経衰弱とルールは基
本同じ。お店を知っていなくても一人で遊べる
・カードソート
お店の種類分け（飲食店、生活雑貨などで分けたり、営業時間昼、夜で
分けたり）を正確に速くできた人が勝ち。お店をある程度知っている人
向け。複数人で遊ぶ。

ボードゲーム
・すごろく
商店街の情報が書いてあるすごろく。前考えていた『お店に行って買い
物をして〜』をなしにする。止まるところに「〇〇で△△をたべる」な
どお店に行くようなお題を作る。（遊ぶ前の課金はなし。）お店を知ら
ない人向け。複数人で遊ぶようにしたい。
ゲーム
・商店街生活
中町の商店街で自分のアバターが生活するゲーム
今日のやりたいことリスト『〇〇に行って□□を買う』などをクリアし
ていったり、お店の人、地域の人のキャラクターとのコミュニケーショ
ンを楽しむ。

・ゴールが自分で決められると
　面白くない
↳ゴールを自動的に決められる
　ようにする
・取得回数に制限を付けたい
・ポイントを貯めるような
　システムを作りたい

・まだ取材したお店は
　たくさんある
↳お店の記載を進める。
・見やすくなる方法を
　もっと考える

・何からつくるのか決める。
・何をどうやってつくるのか
　を調べる
　　　　　　　↓
・自分の興味のあるものから
　つくりはじめる

GPSゲーム ミニゲーム uMap

本研究はJST事業
ジュニアドクター育成塾の採択による
東北公益文科大学
「ジュニアドクター鳥海塾」
の支援を受けています


